
　谷口さんが性教育を開始したの

は、平成11年頃、今では、地元の

小・中・高等学校を中心に幅広く

講演をされています。谷口さんは、

現場の臨床で、小学生の妊娠・出

産や、パートナーから同意のない

性交を強いられて中絶を繰り返す

方を診療する中で、多くの女性の

人権が蔑ろにされている現実を目

の当たりにされました。そのこと

が性教育に力を入れておられる理

由です。今回、おおさか人権フェ

スタの講演を谷口さんに依頼した

のは、委員が性暴力被害事件を受

任する中で、事件の被害者の多く

が未成年者であることでした。警

察庁の調査でもSNSをきっかけに、

児童ポルノの被害や児童買春、淫

行など、性犯罪に巻き込まれる子

どもが増加していることが分かっ

ています。

学校における性教育

― 講演の冒頭で、性の権利

（sexual rights）は、望みうる最高

の性の健康（sexual health）を実

現するために不可欠なもので、セク

シュアリティ（性）は、生涯を通じ

て人間であることの中心的側面をな

す、性の権利はまさに基本的人権そ

のものであるというお話がありまし

た。しかし、中学校における３年間

の性教育の授業時間数は8.93時間と

いうことでした。なぜ、日本におい

て性教育は進まないのでしょうか。

日本で性教育が進まないことにつ

いては、政治的な問題が大きいと思

います。過去に性教育については

バッシングがありました。2008

年、都立七生養護学校の「こころと

からだの学習」裁判はご存じだと思

いますが、この裁判は、七生養護学

校の在校生である女子生徒が男子生

徒と性的関係を持ったことが発覚

し、この問題を受けて教員と保護者

が協議を重ね知的障害を持つ児童に

対する同校独自の性教育プログラム

を開発し、「こころとからだの学習」

という名の下に授業が行われていた

ことがきっかけです。これに対し

て、都議会議員が不適切だとこの授

業を糾弾し、教員らが処分されるこ

とになりました。元校長は処分の不

当性を主張し、処分取り消しを求め

て都教委を提訴しました。2008年

２月25日、東京地方裁判所は処分

理由について事実とは認められない

とし、また、裁量権の濫用であると

認定し、請求を認める判決を言い渡

しました。都教委はこの判決を不服

として控訴しましたが、2009年４

月10日の東京高裁判決も一審判決

を支持し、都教委側の控訴を棄却

医師

谷 口  武 さん
Takeshi Taniguchi  

　2022年（令和４年）２月12日（土）に開催された　

「おおさか人権フェスタ」にて、「『性教育と人権』～医師

と考える、本当に子どもに伝えたい性のこと～」で講演い

ただいた産婦人科医師の谷口武さんにお話をお聞きしま 

した。
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し、都教委側はさらに上告しました

が、2010年２月23日、最高裁判所

第三小法廷もこれを受理しない旨 

を決定し、元校長に対する処分を取

り消す地裁判決が確定しています。

この時期に、性教育をバッシングす

る動きがあったことは日本の性教 

育を大きく後退させたと言われてい

ます。

― 日本では学習指導要領の壁が

あるといわれていますね？

小学校では、理科で性器や受精に

ついて学ぶ機会はありますが、学習

指導要領に「受精に至る過程は取り

扱わない」という規定があるので、

「性交」について教えられることは

ありません。中学校の授業でも性交

については教えられず、避妊や中絶

は原則として取り上げないとされて

います。指導要領に「妊娠の経過は

取り扱わない」という規定があるか

らです。いわゆる「歯止め規定」と

いうものです。

そこで、私たち産婦人科医が外 

部講師として呼ばれ、講師をするこ

とが求められています。学校の先生

は教えることが止められていても、

外部講師がきて話してしまったとい

うことであれば許される風潮があり

ます。

政治の在り方は中々変わりませ

ん。最近では「こども庁」が「こど

も家庭庁」という名称に変わったこ

とも、「家庭」という一つの括りで

考える伝統的な家族観が影響してい

ると思います。日本には、伝統的に

男女はこうあるべきだという考え方

があるので、性の多様性を教えた

り、「そのままでいい」ということ

を子どもに伝えることへの抵抗があ

るのでしょう。しかし、今、学校現

場で性教育を拒否される感じはあり

ませんし、授業をして保護者からク

レームが出たこともありません。む

しろ、保護者の方は、子どもにきち

んとした性教育を行って欲しいと

思っていると感じますし、関心も高

まってきていると思います。

タブー視される性

― 性教育をする中で意識されて

いることは何でしょうか。

性教育は、暗い、怖い、はっきり

しないと思われているようでは駄目

です。性を踏まえて生きることは幸

せのもとです。待ち望んだ赤ちゃん

の誕生は大きな喜びですよね。温か

い思いやりで包み込む安心感のある

関係を築くことを教えることでもあ

ります。自分らしく生きることが一

番で、相手をそのまま認めること、

すなわち多様性を学ぶことも性教育

です。ただ、一方でトラブルもあり

ますので、どうしてそういうことが

起こるのかも踏まえて私は話をしま

す。予期せぬ妊娠や性感染症、性暴

力、セクシュアルマイノリティに対

する差別や偏見についても教えま

す。子どもに、お付き合いは危険で

す、セックスすると性感染症にかか

ります、妊娠するかもしれませんと

教えても、隠れてエッチをしたり、

エッチなサイトをみたり、親の知ら

ないところでマッチングアプリなど

を使います。そうではなくて、性に

関する正確な情報を肯定的に教える

ことが重要です。

― 実際、子ども達に授業をし

て、子ども達が性をタブー視してい

るなと感じることはありますか。

表立って色々質問をしにくい雰囲

気はありますよね。一度、アメリカ

ンスクールで話をさせてもらったと

きには、講義中、途中で手を挙げて

質問してくれる生徒がいました。本

来それが性教育のあるべき姿だと思

います。講師が話をするだけで講義

が進んで行くんじゃなくて、生徒と

双方向でやり取りをし、進めていけ

ればいいですよね。しかし、国民性

なのか、中々生徒から積極的に手が

挙がることはありませんね。「性教

育」と聞くだけで、恥ずかしいとか

思ってしまう子もいます。ただし、

性教育の授業をして、誰も聞いてく

れなかったということは一度もあり

ません。皆、とても一生懸命聞いて

くれてるんですよね。やはり、子ど

も達が知りたいと思う気持ちは強い

と感じます。後で、質問をしてくだ

さいと用紙を渡すと、赤裸々な生徒

の声が書かれていたりします。

授業で工夫していること

― 性に対してネガティブな感情

を植え付けないように授業で工夫さ

れていることはありますか。

私は、授業の最初に、「今から性

教育というのをするけど、どう思

う？性ってみんないやらしい感じだ

とか、怖い感じだとかするやろ？」

と話を切り出します。そして、「で

も、皆ここに座ってるってことは、

親はエッチしてんのや。」、「皆が世

の中に出てきた、そのありがたいお

話の影には、やっぱり性の営みがあ

る。」という話をします。性交とい

うのは、生殖、つまり赤ちゃんが生
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まれる大事な瞬間を導くものという

ことを伝えます。そして、お互いに

自分たちが見合って、コミュニケー

ションを取る最高の瞬間というの

は、快楽が伴うし、それで非常に２

人の気持ちが寄るということにもな

るから、最高のコミュニケーション

の一つということも話します。他方

で、性行為に犯罪が関わってくる可

能性もあって、悪い大人に利用され

ることがあるので注意しないといけ

ないということも話します。ダーク

な部分の話もするけれど、やっぱり

ビビットに生き生きと、人のことを

好きやと言えるのって今やでってい

う話をしながら伝えるんです。怖い

顔で話すのではなく、笑顔で真面目

に話すことが重要です。あまり堅い

言葉でしゃべってると皆が退屈して

くるので、時々笑かさんといけませ

ん。やっぱり大阪ですので。

― 先生が授業をされるときは、

男女一緒にされているんでしょう

か。男女一緒だと、なかなか手を挙

げて質問しにくい感じがするのです

が、どう思われますか。

私は、男性にも女性が考えている

こと、悩んでいることを分かっても

らうのが一番いい方法だと思うんで

すよ。男性も例えば生理の話を聞い

て、「なるほど、こんなことがしん

どいんや」って分かったら、優しさ

が出てくると思います。また、逆に

男性が思っているしんどさとか、そ

ういうのも話すことで女の人が分

かってくれるといいなと思うんです

よ。例えば、「男子がチンチンが大

きいとか小さいとかで悩んでいる。」

という話は、女子がいるところでも

話します。女子も男性の性につい

て、知ってもらった方がいいと思い

ます。例えば、「男の人が精子がた

まって頭がおかしくなるってことは

絶対にないから。」というような話

をすると笑いがおきますよ。女性が

質問しにくいのは、日本における

「女性がおしとやかでないとあかん」

みたいなのがあるんですよね、きっ

と。最近、小学生とは、双方向でや

り取りをするようにしているんです

よ。生徒から色んな質問をしても

らって、私が答えるんですが、女の

子も手を挙げてくれますよ。「先

生、赤ちゃんは頭から出てくる言う

けど、ずっとお母さんは逆立ちして

歩かなあかんのですか？」と質問し

てくれた子がいました。思いもしな

いような質問が色々ありますが、そ

れに対して、彼らが知りたいことを

ちゃんと伝えてあげられることが大

事だと思います。考えていることに

男女の差というのもあるのかもしれ

ないとは思いますが、私は男女区別

しない方が良いと思います。

― 先生が性教育を実施すべきと

考える年齢及びその内容については

いかがでしょうか。性交そのものに

ついて教えるのはいつがベストのタ

イミングですか。

病院の助産師に幼稚園に行って話

をしてもらうことがありますが、そ

こでは赤ちゃんはどんなものかなど

について主に話します。子どもは大

きくなってくると、「自分って何

や？」ということを問い出してきま

す。そのタイミングで正しい知識を

伝えてあげることが必要であると思

います。小学校の中学年くらいに

なったら「私はお母さんからどう

やって出てきたのか？」と色々なこ

とを考えだしてきますので、家庭で

も話をしてあげることが良いと思い

ます。子どもが命のスタートに興味

を持つのは当たり前のことです。こ

れに対しては、間違ってもいいの

で、きちんと考えて答えてあげて欲

しいと思います。一生懸命親が考え

てくれたことは子どもにちゃんと伝

わります。性交については、普通は

小学校では教えないことになってい

ます。先程説明しましたように学習

指導要領に「歯止め規定」があるか

らです。しかし、小学校５年生に授

業をしに行くと性交のことを知って

いる子は半分くらい居ます。性交の

話を避けて性の授業はできませんの

で、小学校の高学年向けの話の時に

は、「セックス」という名前は出さ

ないですが性交の話をします。その

話がないと命がスタートしませんか

ら。歯止め規定があっても、質問の

時間を取れば、必ず子どもからこの

点に関する質問があります。

― 具体的にどんなふうに話をさ

れるんですか。

私は、ウニに例えて話をします。

「ウニって、どうして精子と卵子と

一緒にさせるか知ってる？」と聞き

ます。すると、知っている子がい

て、「海にバーッとまいていくん

や！」とか言ってくれるんです。そ

れをきっかけにして、「海の中に

バーッとまくんや。そしたらどっか

に相手がおるやろなと思って、

バーッとまくけど、精子なんて頭あ

らへんからどこ行くか分からへん。

ほんなら、そのうちのいくつが一緒

になれると思う？　出会える確率な

んて、１/10000くらいしかないん

やで。そんなので、生物ってどんど

 OBA Monthly Journal 2022.4　5

S0071
スタンプ



ん増えていけると思うか？」という

話をします。そこから人間に話を戻

して、「人間というのはそんないっ

ぱいバーッとばらまかへんやろ？　

子どもって、１人とか２人とかそん

なんやんか。だから１人の子どもが

生まれるっていうのはすごく大事な

過程があるねん。どういうことかと

言うと、好きな人がお母さんの体の

中に精子を入れてあげると、それで

受精できるんやけど、精子っていう

のは、さっき言うたように、海に

バーッとまくようにはいかなくて空

気に触れると死んじゃうねん。だか

ら、直接女性の体の中に送り込んで

あげないといけないから、だから性

交というのがあるねん。」という話

をするんです。その上で、「性交と

いうのは誰でもしたらええっちゅう

もんじゃないんや。自分がチンチン

放りだしてその辺歩いててみいな、

どうなるか分かるやろ？」と言いま

す。すると、生徒は、「あかん、あ

かん。そんなしたらみんな変態や言

われる！」とか「警察来るで！」と

か言います。そこで、性器は、大事

な人とかこの人と一生一緒におりた

いなというような人しか見せられへ

んよねということを言うと、子ども

は「その通りや！」って言ってくれ

ます。

性感染症の予防にむけて

― 昨今、梅毒の感染が増えてい

ることが報じられていますが、性教

育として、性感染症の防止というの

も重要なテーマになると思います。

子ども達に対してどのような教育が

必要でしょうか。

子ども達は、セックスをするとき

に、妊娠したら怖いなとは思うけ

ど、病気になるということはあまり

考えてない傾向があります。一番多

い感染症は、今でもクラミジアなん

ですが、これに関しては特に女性の

罹患率が高いです。クラミジアや

HIVは、コンドームである程度防

げます。しかし、100％ではありま

せん。ヘルペスウイルスや梅毒は、

コンドームを装着しても、感染しま

す。したがって、セーファーセック

スを考えれば、関係性が見えない人

たちとの性交渉を慎むことが必要に

なってくると思います。セックスを

する関係の人がいる場合には、互い

のことが大事であれば、感染してい

ないかどうかを確認するために検査

をしに行くべきだと伝える必要があ

ると思います。

― 法律相談で、同意のもとで性

交渉をしたけれど、ヘルペスウイル

スをうつされて辛いという方の話を

聞いたことがあります。その方は、

もっと性感染症の情報が欲しかった

とおっしゃっていました。

私は、地元の小・中・高等学校へ

性教育の話をしに行きますが、性感

染症の話に関しては、HIVの話を

して欲しいという要望が多いんです

よね。もちろん、HIVについて学

ぶことは重要ですが、他の感染症に

ついても教えるべきであると思いま

す。性器ヘルペスは、一度感染する

と、ウイルスは外に出て行ってくれ

ず、再発を繰り返すことになりま

す。自分がヘルペスウイルスを持っ

ているとなると、愛するパートナー

にうつしてしまうんじゃないかとい

う恐怖のために、誰とも恋愛関係に

なれないと思い込んでしまう方も沢

山います。性交渉についての真の同

意というのは、「やっていい？」「い

いよ。」というだけの話ではなく

て、大前提として、何が起こるかを

ちゃんと理解している２人であると

いうことが必要だと思います。そう

いう点では、正確な情報を伝えてい

くことは重要であると思います。

最近の若者の性

― 講演の中でもお話いただき

ましたが、性交を初めて体験する年

齢は上がっているんですね。2008

年では高校３年生の約47％が性交

を経験しているのに、2014年では

高校３年生の男子は約28％、女子

は約18％ということでした。性交

年齢の低下に歯止めがかかってい

るのは一見すると悪いことではな

いように思いますが、この点、先生

は若者が交際を面倒に感じている

のではないかと指摘されていまし

たよね。

インターネットの発達に伴い、

ネット上で自己肯定感の基盤を求め

る若者が増えてきているように思い

ます。生身の人間関係において傷つ

くことを恐れて深入りできない。性

自体を否定的なものと捉えて避けて

いる傾向があります。これは、大人

が性は怖いものだと教えてきたこと

も影響していると思います。今、女

性の20歳の性交経験率って50％く

らいなんですよ。高校生や大学生の

頃に性的なことを経験するのは悪い

ことではなく、この時期は、１人で

色々人生を渡っていくにはしんどい

ところがあったりするので、本当に
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心を割って話ができる人が欲しいな

と思う時期です。しかし、この時期

に一生懸命キャリアを積まなきゃい

けないから、「そんなのやってられ

へんわ。」、「恋愛はあと回しや。」み

たいな感じで過ごす人が増えている

ようです。はたと気が付いたら20

代後半、30代になっていて、さあ、

そこからってなっても、「いや、別

にそんなエッチしたいなんて思わな

い。」となるのでしょう。

― 一方で、今の20代や30代 

前半の男女は、恋愛はしたくはない

けれど、セックスは楽しみたいとい

うことで、セックスフレンドいわゆ

るセフレを求める風潮があるよう 

です。

付き合っていって、お互いの嫌な

ところも見て、そして一緒に生活し

ていく仲間として相手を見るより

も、即時的に出会い、話をして大き

な刺激を求めたいということなんで

しょうね。セックスをするというの

は大きな刺激になると思います。関

係性の構築が問題ですね。若いとき

にみんなでディスカッションして、

お互いのいいところを引っ張り出し

て、相手の意見ってすごいなあと思

うような体験をする必要があると思

います。若いうちに話し合いをし

て、お互いのことを見聞きするよう

な教育が必要だろうと思います。

性交における真の同意とは

― 先程、性行為に対する真の同

意というお話がありましたが、現

在、「同意のない性交（不同意性交）」

の犯罪化について話題になっていま

すよね。性交同意年齢を引き上げて

欲しいという声もありますが、いか

がでしょうか。

子ども達に十分な性教育がなされ

ていないのに、同意年齢が13歳と

いうのはおかしいと思います。せめ

て、16歳に引き上げるべきだと思

いますね。

性的人権、自分の身体は自分の

物、性に関することについて自分の

ことは自分で決めるということを侵

されると、性暴力になります。事件

性のあるなしは関係ありません。私

は、同意のない、対等ではない強要

された行為は性暴力となると子ども

達に教えています。

同意があるということは、お互い

に力の差がないこと（ＤＶやハラス

メントではないこと）、提案された

こと（エッチしよう）に対してお互

いに何が起こるかを理解しているこ

と、つまり、妊娠や性感染症のリス

クを把握していることが必要です。

また、友達が性経験を済ませたと聞

くと焦ってしまうこともあると思い

ますが、性行為をしなくてもいいと

いう選択があることを理解している

ことも必要です。妊娠というのは女

性だけにあることですから、お互い

を大切に思う気持ちがあることも必

要です。そして、性行為をするとい

う意思決定が自発的になされている

ことが最も重要だと思います。

― 弁護士や大阪弁護士会に期待

することはありますでしょうか。

弁護士の皆さんが、人権活動につ

いて、取り組まれていることについ

ては本当に敬意を表したいと思いま

すし、やっぱり医者がもっと、特に

このリプロダクションというところ

に関しては、話をして行動を起こさ

なければならないと思います。性教

育に関しては、先生方とタッグを組

んで中学校や高校に授業に行けたら

いいですね。弁護士の立場からお話

していただける点が沢山あると思い

ます。勉強会など一緒にしていきま

しょう。

 2022年（令和４年）２月12日（土）
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